




問
１

傍
線
部
分
①
～
③
の
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
振
り
な
さ
い
。

問
２

文
中
の
空
欄
部

あ

と

い

に
入
る
語
を
本
文
中
か
ら
抜
き
書
き
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、

あ

は
漢
字
二
文
字
、

い

は
ひ
ら
が
な
三
文
字

で
あ
る
。
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問
１

文
中
の
空
欄
部
Ａ
～
Ｃ
に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
を
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

（
１
）
ひ
た
す
ら

（
２
）
た
び
た
び

（
３
）
換
言
す
れ
ば

（
４
）
そ
こ
そ
こ

（
５
）
い
わ
ゆ
る

（
６
）
よ
う
す
る
に

問
２

文
中
か
ら
次
の
一
文
が
抜
け
て
い
る
。
そ
の
文
は
ど
こ
に
入
る
か
。
そ
の
文
が
入
る
前
の
文
の
末
尾
五
文
字
を
抜
き
書
き
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
句
読
点
は

字
数
に
数
え
な
い
。

直
観
と
い
う
と
「
一
瞬
に
し
て
真
相
を
悟
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
て
ぐ
あ
い
が
悪
い
の
で
あ
る
。

問
３

文
中
の
波
線
部
に
「
数
覚
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
き
、
空
欄
部
イ
～
ハ
に
入
る
も
っ
と
も
適
切
な
語
を
本
文
中
か
ら
抜
き
書
き
し

な
さ
い
。
た
だ
し
、
イ
は
漢
字
七
文
字
、
ロ
は
六
文
字
、
ハ
は
二
文
字
の
語
で
あ
る
。

「
数
覚
」
と
は
、
直
観
や

イ

と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
視
覚
に
近
い
感
覚
で
あ
り
、

ロ

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

数
学
的
対
象
を
「

ハ

」
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
数
学
の
で
き
な
い
子
供
を
教
え
て
み
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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第
３
問

次
の
空
欄
部
に
入
る
最
も
適
切
な
語
を
語
群
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

・
祖

①

・
組

②

・
阻

③

・
租

④

（
語
群
）
（
ａ
）
税

（
ｂ
）
織

（
ｃ
）
止

（
ｄ
）
雑

（
ｅ
）
先

第
４
問

（

）
内
に
身
体
の
部
分
を
表
す
語
を
入
れ
、
表
現
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
た
だ
し
、
す
べ
て
漢
字
一
文
字
が
入
る
。

例

（

）
を
す
え
て
取
り
組
む

答
え

腰

１

仕
事
を
終
え
、（

）
の
荷
が
下
り
る

２

努
力
に
（

）
が
下
が
る

３

（

）
を
振
る
っ
て
料
理
す
る

４

思
わ
ず
（

）
が
滑
っ
た
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